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一
日
目

吉
備
高
原
に
新
し
い
出
会
い
を
求
め
て

岡
山
自
動
車
道
を
爽
快
に
走
り
、賀
陽
イ
ン
タ
ー
を
お
り

て
、
ふ
れ
あ
い
農
道
を
東
へ
一
直
線
に
約
10
分
。
ま
ず
最
初

に
向
か
っ
た
の
は
賀
陽
・
加
茂
川
両
町
に
ま
た
が
る
吉
備
高

原
都
市
で
す
。
未
来
を
先
取
り
し
た
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ま

さ
に
新
型
プ
リ
ウ
ス
に
ぴ
っ
た
り
。

地
図
で
見
る
と
岡
山
県
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
あ
る
吉
備
高

原
都
市
。
朝
一
番
に
た
ず
ね
た
の
は
、
こ
こ
で
人
気
の
Ｊ
Ａ

産
直
市
場
。
い
つ
も
吉
備
高
原
の
自
然
の
恵
み
を
い
っ
ぱ
い

に
受
け
た
新
鮮
野
菜
や
農
産
加
工
品
を
、
と
て
も
安
価
に

販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
足

を
運
ぶ
人
も
多
い
そ
う
。

▼
賀
陽
町
吉
川
４
４
６
９-

８
／
０
８
６
６-
５６-

８
０
７
８
／
８

時
30
分
〜
16
時
／
木
曜
休

J
A
賀
陽
　
吉
備
高
原
ラ
イ
ブ
プ
ラ
ザ

珠
玉
の
温
泉
巡
り
と

冬
の
味
覚
・
鍋
三
昧

吉
備
高
原
か
ら
旭
川
沿
線
を「
新
型
プ
リ
ウ
ス
」で
北
上
。

ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
山
陰
へ
…
。

近
未
来
と
い
わ
れ
た
も
の
が
２１
世
紀
に
な

り
、
次
々
に
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
新
し
い
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
に

は
、
新
し
い
ク
ル
マ
が
ふ
さ
わ
し
い
か
な
…

と
い
う
こ
と
で
今
回
の
ド
ラ
イ
ブ
リ
ポ
ー
ト

は
、
登
場
以
来
、
世
界
中
で
注
目
度
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
の
「
ニ
ュ
ー
プ
リ
ウ
ス
」
に
乗
っ
て
、

楽
し
い
冬
を
探
し
に
出
か
け
ま
し
た
。

京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
の
別
宮
と
し
て

室
町
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
本
殿

は
国
指
定
重
要
文
化
財
。
境
内
に
は
樹
齢
５
〜
６
百

年
の
大
杉
が
建
物
を
囲
む
よ
う
に
並
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
社
で
毎
年
秋
に
行
わ
れ
る「
当
番
祭
」は
、
岡
山
県
下

三
大
祭
り
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、10
歳
前
後
の
男
児(

当

番)

二
人
が
中
心
と
な
る
珍
し
い
祭
り
。

▼
賀
陽
町
吉
川
３
９
３
２
／
参
拝
自
由
／
０
８
６
６-

56-

7
0
2
0(

賀
陽
町
吉
川
公
民
館)

■
吉
川
八
幡
宮
（
当
番
祭
）

吉
備
高
原
都
市
の
中
心
施
設
き
び
プ
ラ
ザ
に
隣
接
す

る
さ
ん
さ
ん
広
場
・
吉
備
中
央
公
園
に
は
、
ス
カ
イ
サ

イ
ク
ル
や
す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
や
芝
生

広
場
が
あ
り(

利
用
無
料)

、
冬
も
ぽ
か
ぽ
か
し
た
日
は
、

多
く
の
子
ど
も
連
れ
が
訪
れ
る
。

▼
賀
陽
町
吉
川
／
散
策
自
由
／
０
８
６
６-

56-

８
２
５
５

(

き
び
プ
ラ
ザ)

■
吉
備
高
原
都
市

岡山トヨタ発 
《８:００》 

� 

岡山I.C 

� 

岡山自動車道 

� 

賀陽I.C 

� 

吉備高原都市 
《９:００》 

� 

加茂川町 

�

���

���

���

���

���

岡山市 

湯原 

犬挟峠 

東郷 
東郷湖 

倉吉 

羽合 

加茂川 

賀陽 

岡山県 

鳥取県 

岡山 

賀陽 

 日 本 海  

米
子
自
動
車
道 

岡
山
自
動
車
道 

旭
川 

山陽
自動
車道
 

中国自動車
道 

吉
備
高
原 

 

旭町 

落合 

勝山 

2日目 

1日目 

ラ
イ
ブ
プ
ラ
ザ
に
あ
る
新
鮮

野
菜
市
は
大
人
気
で
す

さ
あ
、
吉
備
高
原
都
市
に
到
着

ク
ォ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
や
ヤ
ギ
な
ど
と
の

触
れ
合
い
も
楽
し
め
る
ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム

超美味のブラウンスイス乳製品は
インターネットでも注文可能

ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
の
高
原
風
景
に
て

吉
備
高
原
都
市
か
ら
ク
ル
マ
で
約
5
分
の
吉
川
八
幡
宮

吉
備
高
原
都
市
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
の
音
が
反
響
す
る
不
思
議

な
空
間

初めての搾乳体験。この牛は「ブラ
ウンスイス種」でミルクが、とてもお
いしいのです
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青
葉
で
屋
根
を
ふ
い
た
珍
し
い
神
輿
が
あ
り
ま
し
た

吉
備
高
原
都
市
か
ら
加
茂
川
町
役
場
付
近
を
経
由
し
て

福
渡
方
面
へ
と
向
か
い
、
約
20
分
で
ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
に
到

着
。
こ
こ
は
、
一
つ
の
山
の
上
を
丸
ご
と
開
拓
し
た
町
営
の

高
原
牧
場
で
、
山
頂
部
だ
か
ら
こ
の
時
期
雲
海
な
ど
も
綺

麗
で
す
。
こ
こ
で
は
自
然
や
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
酪

農
業
体
験
な
ど
も
楽
し
め
、「
ガ
リ
レ
オ
」と
名
づ
け
ら
れ
た

満
天
の
星
空
を
観
測
で
き
る
宿
泊
施
設
付
天
文
台
や
乗
馬

ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

▼
加
茂
川
町
下
加
茂
１
５
０
６-

１
０
９
／
０
８
６
７-

３４-

０
１

４
４
／
不
定
休
／
散
策
自
由
※
体
験
料
金
・
時
間
等
は
事
前
に

問
い
合
わ
せ
を

加
茂
川
町
ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム

ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
に
導
入
さ
れ
て
い
る

ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
牛
は
、
乳
量
が
少
な
く
、
更
に
ス
ト

レ
ス
解
消
の
た
め
放
牧
が
必
要
と
あ
っ
て
、
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
。
し
か
し
、
乳
脂
肪
が
高
く
乳

質
も
加
工
に
最
適
で
、
搾
り
た
て
の
生
乳
を
惜
し
み
な

く
使
っ
た
ア
イ
ス
は
、
ま
さ
に
舌
の
と
ろ
け
る
味
。
生

乳
と
、
お
か
や
ま
地
ど
り
の
卵
を
使
っ
た
手
作
り
プ
リ

ン
と
と
も
に
人
気
沸
騰
中
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
の
取
り
寄
せ
も
可
能
。

▼http://w
w
w
.tow
n.kam

ogaw
a.okayam

a.jp/̃
sentarou/

■
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
牛
の

ア
イ
ス
と
プ
リ
ン

加
茂
川
の
総
鎮
守
。
境
内
の
ご
神
木
の
巨
大
さ
が
、古
代
か

ら
続
く
こ
の
宮
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
毎
年
10

月
第
３
日
曜
日
、
近
郷
８
社
か
ら
８
つ
の
神
輿
が
こ
の
総
社

宮
に
繰
り
込
み
、
荘
大
な
祭
礼
絵
巻
を
展
開
す
る「
加
茂
大

祭
」は
千
年
近
い
伝
統
を
誇
り
、県
下
三
大
祭
り
の
一
つ
。
門

前
に
こ
の
加
茂
大
祭
の
ほ
か
近
在
各
地
の
祭
り
や
民
俗
文

化
を
紹
介
、
展
示
す
る
お
祭
り
会
館
が
あ
り
ま
す
。

▼
加
茂
川
町
加
茂
市
場
／
神
社
参
拝
自
由
／
会
館
は
０
８
６
７-

３５-

０
０
３
９
／
10
時
〜
16
時
／
土
日
祝
日
開
館（
年
末
年
始

休
）／
入
場
3
0
0
円
／
０
８
６
７-

３５-
０
０
３
９

加
茂
総
社
宮
と
お
祭
り
会
館

そ
ろ
そ
ろ
お
昼
。
食
事
を
予
約
し
て
お
い
た
湯
の
瀬
温

泉
に
向
か
い
ま
す
。
山
中
に
ぽ
つ
ん
と
一
軒
あ
る
だ
け
の
温

泉
宿
で
す
が
、こ
こ
の
山
家
料
理
は
知
る
人
ぞ
知
る
美
味
し

さ
。
川
魚
料
理
、
山
菜
料
理
の
ほ
か
に
冬
は
な
ん
と
い
っ
て

も
鍋
。
鴨
鍋
、
ボ
タ
ン
鍋
の
味
は
格
別
で
す
。
ま
た
、
湯
質

の
良
い
お
湯
の
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
も
多
く
「
こ
ん
な
山
の
中

へ
…
」
と
感
心
す
る
ほ
ど
浴
場
が
込
み
合
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

▼
加
茂
川
町
豊
岡
下
１
５
３
８-

１
／
０
８
６
７-

３５-

０
５
３

９
／
不
定
休
／
鍋
料
理
一
人
３
０
０
０
円
〜（
要
予
約
）

湯
の
瀬
温
泉
藤
井
旅
館

加
茂
川
町
に
は
他
に
古
く
備
前
藩
主

池
田
綱
政
が
享
保
年
間
に
湯
治
場
と

し
て
開
発
し
た
と
い
う
由
緒
あ
る
小
森
温
泉
が
あ
り
、

神
経
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
に
良
い
と
人
気
。
農
村
生
活
が

体
験
で
き
る
入
浴
・
宿
泊
施
設
、
ラ
ー
バ
ニ
ス
ト
小
森

の
里
な
ど
が
あ
る
。

▼
小
森
温
泉
観
光
ホ
テ
ル
／
加
茂
川
町
小
森
／
０
８
６
７-

３４-

０
０
１
５
／
一
泊
二
食
付
8
0
0
0
円
〜
▼
ラ
ー
バ
ニ

ス
ト
小
森
の
里
／
加
茂
川
町
小
森
６
８-

１
／
０
８
６
７-

３４-

０
８
８
０
／
日
帰
り
利
用
時
間
12
時
〜
17
時
／
水
曜

休
／
入
浴
４
０
０
円
／
貸
切
り
の
岩
風
呂
は
予
約
が
必
要

■
小
森
温
泉

���

���

���賀陽 

岡
山
自
動
車
道 

小森温泉 

湯の瀬温泉 

加
茂
川
町
役
場 

ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム 

加茂総社宮 

きびプラザ 

吉
川
八
幡
宮 

Ｊ
Ａ
ラ
イ
ブ
プ
ラ
ザ 

至
福
渡 

1日目 

境
内
に
い
る
と
今
も
祭
り
の
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

お
祭
り
会
館
は
土
日
祝
の
開
館

加
茂
総
社
宮
の
鎮
守
の
森
で

お
風
呂
と
お
鍋
で
ほ
っ
か
ほ
か

池
田
侯
が
保
護
し
た
か
つ
て
の
源
泉

超
美
味
な
人
気
の
鍋
料
理（
左
が
鴨
肉
・
右
が
猪
肉
）

貸
切
専
用
の
岩
風
呂
が
あ
り
ま
し
た（
要
予
約
）

湯
の
瀬
温
泉

小
森
温
泉
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真
賀
温
泉
か
ら
北
へ
約
５
分
で
足
温
泉
。
周
辺
の
河
原

に
は
長
い
年
月
の
間
に
水
流
と
小
石
が
川
床
の
岩
盤
に
穴

勝
山
か
ら
旭
川
沿
い
に
、国
道
３
１
３
号
を
約
20
分
の
所

に
あ
る
の
が
真
賀
温
泉
。
階
段
を
少
し
上
が
っ
た
所
に
あ
る

共
同
浴
場
の「
真
賀
温
泉
館
」は
、
天
然
の
岩
風
呂
が
あ
る

湯
治
場
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
館
内
は
小
部

屋
に
分
か
れ
、
岩
盤
の
割
れ
目
か
ら
直
接
湧
き
出
す
温
泉

を
天
然
石
で
囲
っ
た
混
浴
の「
幕
湯
」の
ほ
か
に
、
男
湯
、
女

湯
、
家
族
湯
が
あ
り
、
療
養
温
泉
と
し
て
も
有
名
。
全＊

２

国
療

養
温
泉
番
付
で
、
西
の
前
頭
３
枚
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
湯
原
町
仲
間
１
８
０
／
０
８
６
７-

６２-

２
９
５
３
／
無
休
／

７
時
〜
22
時
／
幕
湯
入
浴
２
５
０
円
／
家
族
湯
１
０
０
０
円（
40

分
以
内
３
人
ま
で
）

冬
は「
ほ
っ
こ
り
」

温
泉
三
昧

加茂川町 

� 

旭町・落合町 

� 

国道３１３号 

� 

湯原温泉 
《１６:３０》 

加
茂
川
町
を
後
に
し
て
、
露＊

１

天
風
呂

で
は「
西
の
横
綱
」と
言
わ
れ
る
名
湯
の
あ
る
湯
原
方
面
に

向
か
い
ま
す
。
年
間
50
万
人
以
上
の
湯
治
客
で
に
ぎ
わ
う
温

泉
街
中
心
部
だ
け
で
な
く
、
谷
あ
い
、
山
あ
い
に
ひ
っ
そ
り

と
湧
く
湯
も
あ
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
立
ち
寄
り
、
の
ん
び
り
と

ド
ラ
イ
ブ
し
ま
す
。

山
陽
と
山
陰
を
結
ぶ
宿
場
町
と
し
て
も
栄
え
た
湯
原
温

泉
街
。
豊
富
な
湯
量
に
加
え
て
肌
ざ
わ
り
も
な
め
ら
か
な

良
質
な
湯
を
求
め
て
四
季
、
湯
治
客
の
姿
が
絶
え
る
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
雪
景
色
と
な
る
冬
は
風
情
格
別
。
今

回
の
宿
は
、
そ
の
温
泉
街
の
最
奥
あ
た
り
、
名
湯
「
砂
湯
」か

ら
も
歩
い
て
す
ぐ
の
湯
厨
や
・
藤
兵
衛
さ
ん
で
す
。
か
つ
て

湯
原
国
際
観
光
ホ
テ
ル
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
の
宿

は
、全
室
渓
流
に
面
し
た
眺
め
の
良
い
お
部
屋
で
移
り
ゆ
く

湯
原
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
ま
す
。
ま

た
、
美
味
し
い
お
料
理
と
た
く
さ
ん
の
お
風
呂
、
露
天
風
呂

の
あ
る
温
泉
天
国
と
し
て
も
評
判
で
す
。

▼
湯
原
町
湯
本
16
／
０
８
６
７-

６２-

２
１
１
１
／
一
泊
二
食
付

き
１
２
０
０
０
円
〜
／http://w

w
w
.ykkh.co.jp/

真ま

賀が

温
泉

足た
る

温
泉

湯ゆ

厨く
り

や
・
藤と
う

兵べ

衛い

二
日
目

二
日
目
の
朝
は
ち
ょ
っ
と
早
起
き
。
雄
大
な
湯
原
ダ
ム
を

背
景
に
旭
川
の
川
床
に
自
噴
す
る「
砂
湯
」に
向
か
い
ま
し

た
。
源
泉
を
岩
で
囲
ん
だ
だ
け
の
湯
は「
美
人
の
湯
」「
子
宝

の
湯
」「
長
寿
の
湯
」の
３
つ
の
に
分
か
れ
、
折
々
の
風
景
に

と
け
こ
ん
だ
野
趣
満
点
の
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
名
湯
を
満
喫
、
宿
を
あ
と
に
し
て
今
日
も
国
道
３
１
３

号
ド
ラ
イ
ブ
。
犬
挟
峠
を
経
由
し
鳥
取
県
、
倉
吉
方
面
に
向

か
い
ま
し
た
。

���

湯原温泉 
砂湯 

湯厨や・藤兵衛 

足温泉 真賀温泉 

湯原湖 

湯原ダム 

至勝山 

旭
川 

湯原 米
子
自
動
車
道 

2日目 

1日目 

を
開
け
た
甌
穴
群
が
あ
り
ま
す
。
数
件
の
旅
館
の
奥
に
新

築
さ
れ
た
ば
か
り
の
温
泉
館
が
あ
り
、
共
同
浴
場
の
ロ
ビ
ー

に
は
、
温
泉
の
名
に
ち
な
ん
で
、
女
子
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

有
森
裕
子
さ
ん
、
山
口
衛
里
さ
ん
、
松
尾
和
美
さ
ん
の
足
型

が
あ
り
ま
し
た
。

▼
湯
原
町
都
喜
足
３
４
６-

１
／
０
８
６
７-

６２-

２
９
６
６
／
無

休
／
７
時
〜
22
時
／
入
浴
４
２
０
円
／
家
族
湯
２
１
０
０
円

（
１
時
間
以
内
３
人
ま
で
）

真
賀
温
泉

足
温
泉

湯
原
温
泉

足温泉にある郷土ランナーの足型

湯原の前にも、もう一風呂…

湯厨や藤兵衛の貸しきり露天は完全かけ流しの「本物」の気持ちい～い温泉です

名湯「砂湯」はやはり人気抜群

飲泉もできる効能豊かな湯原の湯

藤兵衛自慢のキジ料理。
もちろん松葉ガニ料理
も選べます

夜の温泉街の散策もまた風流なもの

女
性
は
浴
衣
が
あ
れ
こ
れ
無

料
で
選
べ
る
湯
厨
や
藤
兵
衛

貸切風呂が充実する足温泉も…

プリウスでさあ湯原温泉を
出発です

浴衣をかえて夕食タイム

＊
１
・
２
と
も
暁
教
育
図
書
発
行
の「
日
本
発
見
１８
・
湯
け
む
り
の
里
」
よ
り
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鳥
取
県
中
部
の
小
京
都
へ

湯原温泉発 
《９:００》 

� 

国道３１３号 

� 

犬挟峠 

� 

倉吉市街 
《１０:００》 

日
本
海
に
注
ぐ
二
つ
の
河
川
の
合
流
点
に
あ
る
倉
吉
の

町
は
、こ
の
川
を
境
に
異
な
る
顔
を
も
っ
て
い
る
よ
う
。
倉
吉

駅
を
中
心
に
し
た
エ
リ
ア
は
開
発
が
進
む
新
市
街
。
そ
し
て
、

打
吹
山
の
裾
野
に
ひ
っ
そ
り
と
歴
史
を
と
ど
め
る
旧
市
街
に

は
、か
つ
て
伯
耆
の
国
の
中
心
の
国
府
が
あ
っ
た
奥
の
深
い
歴

史
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
末
か
ら
商
工
業
が
栄

え
た
あ
た
り
に
は
、
か
つ
て
の
栄
華
を
示
す
蔵
屋
敷
も
見
ら

れ
、
歴
史
的
建
造
物
群
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
玉
川
沿
い

の
界
隈
は
、
人
気
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
０
８
５
８-

２２-

８
１
５
８（
倉
吉
市
役
所
商
工
観

光
課
）

倉
吉
の
町
並
み
散
策

幾
重
に
も
組
み
あ
げ
ら
れ
た
太
い
梁
、
年
季
を
経
た
も

の
だ
け
が
持
つ
力
強
さ
と
優
し
さ
…
。
醤
油
屋
の
古
い
も
ろ

み
工
場
が
、
今
で
は
新
感
覚
の
蔵
に
改
装
さ
れ
、
館
内
に
、

自
然
色
を
生
か
す
草
木
染
め
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
紅
茶
専
門
店
、

赤
瓦
一
号
館

館
内
に
は
、
倉
吉
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
張
り
子
人
形
「
は

こ
た
人
形
」の
工
房
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
親
が
子
供
た
ち
の

災
難
や
厄
除
け
を
願
い
、
お
守
り
が
わ
り
に
持
た
せ
た
こ
の

人
形
を
、
子
供
た
ち
は「
は
ー
こ
さ
ん
」
と
呼
ん
で
親
し
ん

だ
そ
う
。
昔
な
が
ら
の
方
法
で
、
一
つ
ひ
と
つ
が
す
べ
て
手

作
業
で
作
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。

▼
倉
吉
市
新
町
1
／
不
定
休
／
問
い
合
せ
は
一
号
館
へ

赤
瓦
二
号
館

一
階
は
地
元
作
家
の
作
品
を
は
じ
め
、
手
づ
く
り
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
い
っ
ぱ
い
の
小
物
雑
貨
の「
久
楽
」。
二
階

の「
喫
茶
久
楽
」で
は
、
石
臼
コ
ー
ヒ
ー（
自
分
で
コ
ー
ヒ
ー
豆

を
挽
く
！
）が
人
気
で
、コ
ー
ヒ
ー
を
粒
あ
ん
と
と
も
に
い
た

だ
く
。
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
な
ど
も
あ
り
、
街
め
ぐ
り
、
蔵
め
ぐ

り
の
途
中
の
休
憩
に
は
最
適
。

▼
倉
吉
市
新
町
１-

２
４
２
４
／
０
８
５
８-

２３-

１
１
３
０
／
９

時
〜
17
時
30
分
／
無
休（
12
月
31
日
･
元
旦
休
）／
石
臼
コ
ー
ヒ

ー
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
各
５
０
０
円

赤
瓦
五
号
館

●
赤
瓦
三
号
館
は
、酒
造
の
蔵
を
改
装
し

て
工
房
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
い
て
い
る
竹

細
工
の
老
舗
中
野
竹
藝（
倉
吉
市
新
町
１-

２
４
２
４
／
０
８

５
８-

２３-

７
５
０
０
）。
竹
と
ん
ぼ
作
り
の
ほ
か
に
も
、
茶

杓
削
り
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
赤
瓦
六
号
館
は
桑
田
醤
油
醸
造
場（
倉
吉
市
東
仲
町
２

５
９
１
／
０
８
５
８-

２２-
２
０
４
３
）。
表
側
は
伝
統
的
建
造

物
群
の
中
で
も
代
表
的
な
京
風
の
商
家
造
り
。
昔
な
が

ら
の
醤
油
だ
け
で
な
く
、
醤
油
を
使
う
漬
け
物
、
し
ょ
う

他
の
赤
瓦
館

鳥取県 

�

��� 古以乃湯 

燕趙園・レストラン吉華 

東郷湖 

倉吉 

赤瓦 

羽合温泉 

2日目 

 日 本 海  

 

五
号
館 

一
号
館 

二
号
館 

赤瓦 

■倉吉市役所 

打吹公園 

■　 
倉吉ふるさと物産館 

四つ手網 

雑
貨
屋
さ
ん
な
ど
が
あ
り
、
鳥
取
土
産
も
豊
富
に
並
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
界
隈
に
は
○
号
館
と
名
づ
け
ら
れ
た
同
様

の
蔵
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
め
ぐ
る
だ
け

で
も
一
日
中
楽
し
め
そ
う
で
す
。

▼
倉
吉
市
新
町
１-

２
４
３
１
／
０
８
５
８-

２
３-

６
６
６
６（
株

式
会
社
赤
瓦
）／
9
時
〜
17
時
／
無
休（
12
月
31
日
･
元
旦
休
）

ゆ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
し
ょ
う
ゆ
羊
羹
な
ど
も
販
売
。

●
赤
瓦
七
号
館
は
蔵
元
・
元
帥
酒
造
本
店（
倉
吉
市
東
仲

町
２
５
７
３
／
０
８
５
８-

２２-

５
０
２
０
）。
嘉
永
年
間
創
業

で
、
自
然
の
旨
味
を
大
切
に
し
た
倉
吉
の
地
酒
、
う
ま
い

酒
「
元
帥
」と
し
て
親
し
ま
れ
蔵
見
学
も
で
き
る
。

●
赤
瓦
八
号
館
は
倉
吉
物
産
館（
倉
吉
市
仲
ノ
町
８
１
２-

１
／
０
８
５
８-

２３-

７
０
７
０
）。
鳥
取
県
の
み
や
げ
品
や

絣
・
陶
芸
品
・
和
紙
な
ど
の
工
芸
品
が
揃
い
、
二
階
は
そ

ば
処
「
打
吹
庵
」。
コ
シ
の
強
い
手
打
ち
そ
ば
を
堪
能
で

き
る
。

二
号
館
は
手
づ
く
り
の
館

「
は
こ
た
人
形
」の
手
づ
く
り
に
挑
戦

梁
や
柱
が
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
な

「
赤
瓦
」館
内

焼
き
た
て
煎
餅
は
一
枚
ず
つ
購
入
で
き
る

か
わ
い
い
手
づ
く
り
民
芸

が
た
く
さ
ん

「石臼挽き」のコーヒーはどんな味

なあ～んと「粒あん」とともにいただきます

美
し
い
蔵
の
あ
る
町
並
み
…
さ
あ
倉
吉
に
到
着
で
す

国道313号の標高313mを走行

道の駅犬挟（いぬばさり）でひと休み

http://w
w
w
.kurayoshi-cci.or.jp/htm

l/akagaw
ara.htm

l
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東
郷
温
泉
の
玄
関
口
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
松
崎
駅
す
ぐ
の
東
郷

湖
畔
公
園
に
は
、
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
池
が
あ
り
ま
す
。

備
え
付
け
の
網
で
、
温
泉
た
ま
ご
は
約
15
分
…（
卵
は
各
自

用
意
）。
そ
の
中
央
に
は
彫
刻
に
よ
る
一
対
の
雌
雄
の
鯉
の

石
像
。
こ
い
は「
恋
」に
も
通
じ
ま
す
か
ら
恋
人
募
集
中
の

方
は
お
願
い
し
て
み
て
は
…
。

▼
東
郷
町
旭
・
湖
畔
公
園
内
／
見
学
自
由

鳥
取
県
と
中
国
河
北
省
の
友
好
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
庭
園
。
歴
代
の
中
国
皇
帝
が
理
想
と
し
た「
飛
雲
瀑
」と

い
う
滝
や「
臥
龍
廊
」
な
ど
の
28
景
を
め
ぐ
る
。
中
国
河
北

省
の
技
師
が
設
計
し
、
中
国
産
の
材
料
を
輸
入
し
て
造
ら

れ
た
と
あ
っ
て
、
全
て
に
中
国
ら
し
さ
が
楽
し
め
ま
す
。

▼
東
郷
町
引
地
５
６
５-

１
／
０
８
５
８-

３２-

２
１
８
０
／
９
時

〜
17
時
／
第
４
火
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）と
12
月
29
日
〜
31

日
休
／
入
園
2
5
0
円(

04
年
末
ま
で
工
事
中
の
た
め
の
暫
定
割

引
料
金
）／http://w

w
w
.encho-en.com

/

東
郷
温
泉
古こ

以い

乃の

湯ゆ

東
郷
・
ハ
ワ
イ
で
山
陰
満
喫

倉吉市街 
《１２:００》 

� 

国道２２号 

� 

東郷湖畔 
《１３:００》 

倉
吉
の
町
か
ら
北
へ
プ
リ
ウ
ス
を
走
ら
せ
羽
合
・
東
郷
温

泉
方
面
へ
。
山
陰
八
景
の
ひ
と
つ
、
東
郷
湖
を
は
さ
ん
で
向

か
い
合
う
よ
う
に
あ
る
こ
の
二
つ
の
温
泉
地
は
、
ど
ち
ら
も

含
石
膏
弱
食
塩
泉
で
、
疲
労
回
復
や
リ
ウ
マ
チ
、
皮
膚
病
や

美
肌
に
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
帰
り
入
浴
の

で
き
る
施
設
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
好
み
の
湯
を
見
つ
け

る
の
も
楽
し
そ
う
。

昼
食
は
燕
趙
園
す
ぐ
そ
ば
の
和
食
中
心
の
こ
の
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
。
日
本
海
の
魚
介
類
を
食
材
と
し
た
季
節
料
理
の
和
食

の
数
々
を
は
じ
め
、
手
軽
な
定
食
や「
カ
ニ
ラ
ー
メ
ン
」な
ど

中
国
庭
園
「
燕
趙
園
」

レ
ス
ト
ラ
ン
吉き
っ

華か

焼きガニ、カニすき、甲羅蒸し、とカニ尽くし

本年はやや豊漁とかで比較的お安いよう

中国の作庭家が設計した巨大な庭園

ゆったりとした園内を歩いてみよう
温泉卵もできる「古以乃湯」で雌雄の鯉に恋を「コイコイ」とお祈り

やっぱり冬の山陰はコレ！

プリウスの未来感と先進性。
「
10
月
は
じ
め
の
納
車
で
す
が
、
約
１
ヶ
月

半
で
走
行
距
離
が
３
０
０
０
キ
ロ
。
四
国
や
九

州
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
ま
し
た
」と
語
る
西
崎

さ
ん
は
、
こ
れ
で
２
台
目
の
プ
リ
ウ
ス
。
１
台

目
は
ち
ょ
う
ど
３
年
前
の
購
入
で
、
あ
と
２
年

は
乗
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、米
国
で
の
先
行
発
表
な
ど
を
耳
に

し
て「
新
型
が
気
に
な
っ
て
気
に
な
っ
て
、
し
か

た
な
か
っ
た
」そ
う
。
奥
様
の
買
い
物
に
つ
い
て

い
っ
た
ス
ー
パ
ー
で
新
車
情
報
雑
誌
を
読
み
ふ

け
り
、
ま
た
担
当
ス
タ
ッ
フ
に
問
い
合
わ
せ
を

く
り
返
し
、
し
だ
い
に
新
型
プ
リ
ウ
ス
へ
の
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

「
営
業
の
方
が
、
と
て
も
き
め
細
や
か
な
情

報
を
伝
え
て
く
れ
て
…
。
い
い
ク
ル
マ
だ
な
ぁ

と
い
う
漠
然
と
し
た
思
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も

乗
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
変
わ
る
ま
で
、
そ
う

時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
カ
タ

ロ
グ
も
詳
し
く
見
ず
に
発
注
。
納
車
さ
れ
る
ま

で
は
本
当
に
待
ち
ど
お
し
か
っ
た
で
す
ね
。」

永
年
勤
続
さ
れ
た
お
仕
事
を
、今
春
退
職
さ

れ
た
西
崎
さ
ん
。
無
事
納
車
後
は
、
時
間
も
余

裕
も
あ
る
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
奥
様
と
新
型
プ
リ

ウ
ス
で
ド
ラ
イ
ブ
。
ち
な
み
に
現
在
ま
で
の
ト
ー

タ
ル
燃
費
は
リ
ッ
タ
ー
25
キ
ロ
ぐ
ら
い
と
か
。

「
こ
の
燃
費
は
も
ち
ろ
ん
、
力
強
さ
や
ル
ー

ム
サ
イ
ズ
の
ゆ
と
り
、
静
粛
性
、ス
タ
イ
リ
ッ
シ

ュ
に
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
な
ど
す
べ
て
の
点
で
１

台
目
か
ら
の
ず
い
ぶ
ん
な
進
歩
を
実
感
し
ま

す
。
そ
れ
で
い
て
価
格
設
定
は
お
得
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
か
ら
、
も
う
言
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
出
足
や
、
高
速
走
行
時
の
パ
ワ
ー

感
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
並
み
。
近

未
来
感
覚
の
シ
フ
ト
レ
バ
ー
な
ど
数
多
く
の
先

進
装
備
も
あ
っ
て
、
最
先
端
の
ク
ル
マ
に
乗
っ
て

い
る
ん
だ
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
も
感
じ
ま
す
」

特
に
お
気
に
入
り
な
の
は
、
サ
イ
ド
ビ
ュ
ー

の
フ
ロ
ン
ト
か
ら
後
部
に
向
け
て
の
流
れ
る
よ

う
な
ラ
イ
ン
。
き
り
り
と
ひ
き
締
っ
た
リ
ア
ス

タ
イ
ル
も
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
だ
そ
う
。

「
そ
の
リ
ア
の
ハ
ッ
チ
ゲ
ー
ト
か
ら
下
の
ビ
ュ
ー

ガ
ラ
ス
も
と
て
も
い
い
。
バ
ッ
ク
時
の
視
認
性
が

格
段
に
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
」

ま
だ
ま
だ
い
い
と
こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い
。
西
崎
さ

ん
の
お
話
は
、
誌
面
に
書
き
尽
く
せ
な
い
ほ
ど

は
ず
み
ま
し
た
。

西崎 晋 さん

（岡山市広谷）

リウス試乗”好評実施中！ 詳しくは、お近くの岡山トヨタのお店へお尋ねください。

プ
リ
ウ
ス
は

も
う
、

私
の「
趣
味
」で
す
。

※
現
在
、
一
部
工
事
中
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特
集
●
温
泉
巡
り
と
鍋
三
昧
の
旅

ゆ
ア
シ
ス
東
郷
・
龍
鳳
閣
（
０
８
５
８-

３２-

２
６
２
２
／
10
時
〜
20
時
／
１
２

０
０
円
）は
天
然
温
泉
を
使
っ
た
水
着
で
楽
し
む
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
。
泡
沫
浴
や
寝
湯
、
運
動
浴
、
サ
ウ
ナ
な
ど

13
種
類
の
お
湯
の
あ
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
は
、
水
着
着
用
だ

か
ら
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
や
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
も
完
備
。
燕
趙
園
で
楽
し

ん
だ
後
は
や
は
り
中
華
料
理
の
依
水
飯
店
（
０
８
５
８-

３２-

２
３
２
５
／
11
時
30
分
〜
21
時
／
昼
コ
ー
ス
２
０

０
０
円
〜
）へ
。
広
東
料
理
・
四
川
料
理
を
お
り
ま
ぜ
、

単
品
か
ら
コ
ー
ス
料
理
ま
で
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
に
揃
う
。

価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
個
室
も
９
室
あ
る
。

▼http://w
w
w
.hal.ne.jp/ryuhou/

燕
趙
園
の
周
辺
施
設

（
休
日
は
燕
趙
園
と
同
じ
）

東
郷
町
と
羽
合
町
に
ま
た
が
る
美
し
い
汽
水
湖
。
湖
の

ほ
と
り
に
あ
る
ワ
カ
サ
ギ
や
フ
ナ
を
と
る
四
つ
手
網
は
、
東

郷
湖
な
ら
で
は
の
風
景
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
夕

陽
に
照
ら
さ
れ
る
湖
の
景
色
は
印
象
的
で
す
。

東
郷
湖

水
郷
美
を
誇
る
東
郷
湖
の
ほ
と
り
に
在
る
静
か
な
湖
畔

の
宿
で
す
。
お
目
当
て
は
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
屋
上
に
あ
る
展

望
露
天
風
呂
、ロ
マ
ン
の
湯（
男
女
時
間
交
替
制
）。
そ
の
開

放
感
と
文
字
通
り
の
絶
景
の
パ
ノ
ラ
マ
は
、
ち
ょ
っ
と
ほ
か

で
は
味
わ
え
ま
せ
ん
。

▼
羽
合
町
は
わ
い
温
泉
４-

７
４
／
０
８
５
８-

３５-

３
３
１
１
／

一
泊
二
食
付
き
１
２
０
０
０
円
〜
／
ロ
マ
ン
の
湯
は
15
時
〜
22
時

が
男
性
・
６
時
〜
９
時
が
女
性
専
用
／
日
帰
り
入
浴
８
０
０
円

羽
合
観
光
ホ
テ
ル
浅
津
苑

幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
季
節
は
冬
と
い
う
こ
と

で
、
私
た
ち
は
や
は
り「
カ
ニ
す
き
鍋
」を
注
文
。
一
段
と
美

味
し
い
生
ガ
ニ
の
鍋
の
み
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
東
郷
町
引
地
５
６
０-

３
／
０
８
５
８-

３
２-

２
６
３
３
／
９

時
〜
21
時（
食
事
は
11
時
か
ら
）／
火
曜
休（
祝
日
の
場
合
は
営

業
・
12
月
31
日
と
1
月
1
日
は
休
み
）

http://w
w
w
.hal.ne.jp/ryuhou/kikka.htm

どうでしたか、今回の冬のドライブ。
カニグルメをもっと本格的に楽しみた
いなら羽合・東郷温泉から西方面へ進
んで赤碕港、境港方面へ、東なら鳥取
賀露魚港方面へ、いずれも９号線を利
用して足を伸ばせば名店がたくさん
あります。新しい水産市場などもでき
ており、あれこれ買い物するのも楽し
そうです。

開
放
感
・
爽
快
感
満
点
の
パ
ノ
ラ
マ
の
湯

風情ある四つ手網の景観が美しい鳥取県東郷湖

私たちがご報告します。新型
「
絵
や
音
楽
を
や
っ
て
き
た
か
ら
、
自
分
ら

し
さ
を
ク
ル
マ
に
も
求
め
ま
す
。
先
代
の
プ
リ

ウ
ス
を
購
入
し
た
の
も
、
あ
ま
り
人
が
乗
っ
て

い
な
い
か
ら
…
と
い
う
の
が
選
択
理
由
の
ひ
と

つ
」
と
笑
顔
で
語
る
難
波
さ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

プ
リ
ウ
ス
が
世
界
初
の
実
用
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ

ー
と
い
う
こ
と
も
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

「
で
も
ス
タ
イ
リ
ン
グ
が
、
今
一
歩
好
き
に
な

れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
５
、６
年
。
そ

ろ
そ
ろ
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
が
出
る
こ
ろ
だ
け
ど
、
変

な
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
ら
乗
り
続
け
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
」

そ
し
て
今
春
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
た
ま
た

ま
新
型
プ
リ
ウ
ス
情
報
に
初
ヒ
ッ
ト
。
そ
の
後
、

断
片
的
に
明
ら
か
に
な
る
ス
タ
イ
リ
ン
グ
に「
あ

れ
れ
、い
い
ね
こ
の
リ
ア
ス
タ
イ
ル
」、「
サ
イ
ズ
も

余
裕
が
あ
り
そ
う
だ
し
、
パ
ワ
ー
も
ア
ッ
プ
し

て
い
る
…
。
へ
え
〜
」と
次
第
に
興
味
津
々
に
。

購
入
意
欲
が
高
ぶ
っ
た
時
に
は
、
注
文
書
に
サ

イ
ン
し
て
い
ま
し
た
。

「
納
車
さ
れ
た
実
車
に
初
め
て
触
れ
て
感
じ

た
の
は
、
ま
ず
ド
ア
の
開
閉
音
が
重
厚
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
。
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
音
が
象
徴
す
る
よ
う
に
全
体
に
す

ご
く
質
感
が
向
上
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今

度
は
、フ
ォ
ル
ム
も
い
い（
笑
）。
乗
っ
て
見
る
と
、

パ
ワ
ー
の
向
上
は
思
っ
て
い
た
以
上
。
ナ
ビ
や

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
、
機
能
は
い
ち
だ
ん
と

充
実
し
、
実
に
い
い
感
じ
」

趣
味
の
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
も
、
新
型
に
な
っ
て
積

み
込
み
可
能
と
い
う
こ
と
で
、ハ
ン
ド
ル
を
握

る
表
情
も
、い
っ
そ
う
軽
や
か
に
な
っ
た
よ
う
。

で
も
現
在
は
高
松
へ
電
車
通
勤
の
た
め
、
乗

る
時
間
が
少
な
い
の
が
、
ち
ょ
っ
と
ご
不
満
だ

そ
う
で
す
。

「
そ
れ
で
も
っ
ぱ
ら
妻
が
乗
っ
て
い
ま
す
が
、

病
院
勤
め
の
た
め
深
夜
帰
宅
も
し
ば
し
ば
。
静

か
な
住
宅
街
で
す
か
ら
夜
間
ご
近
所
の
ク
ル
マ

の
出
し
入
れ
音
な
ど
結
構
気
に
な
る
ん
で
す

が
、
プ
リ
ウ
ス
な
ら
Ｅ
Ｖ
走
行
で
無
音
。
ド
ア

を
閉
め
る
音
で
は
じ
め
て
帰
宅
が
わ
か
る
と
い

う
具
合
で
す
」

い
ろ
ん
な
意
味
で
、
新
型
プ
リ
ウ
ス
は「
ク

レ
バ
ー
で
ス
テ
キ
な
ク
ル
マ
」と
難
波
さ
ん
。
個

性
を
大
切
に
さ
れ
る
方
に
、
こ
れ
ほ
ど
ぴ
っ
た

り
と
似
合
う
ク
ル
マ
は
、
ち
ょ
っ
と
ほ
か
に
は
、

見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

難波 正人 さん

（岡山市津高）

岡山トヨタ全店で“新型プ

ほ
ん
と
う
に

「
ス
テ
キ
な
」

ク
ル
マ
で
す
。

●今回の走行距離…340km
●ガソリン消費量…14.5�
●燃費…23.45�/�


